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本 報告書は、   

スポーツ産業の成長促進事業「スポーツオープンイノベーション推進事業」の成果を                                    

取りまとめたものです。         

従って、    本 報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の承認手続きが必要です。                              



SOIPの概要

2030 年までにスポーツ産業の発展・スポーツ市場規模

15兆円の達成を目指している
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今年度のSOIP概要

「スポーツ×○○」により、価値あるスポーツビジネスが開発され、

新たな価値がスポーツ産業・社会へインパクト拡大することに挑戦

スポーツ×○○で新たなビジネスを創出

経済性 革新性

イノベーション

創出プログラム

社会性

4



今年度参画した団体

すでにパートナー企業がいる団体を「 COLLABORATION PROGRAM」
新たにパートナー企業を募集する団体を「                   CO- CREATIOＮ PROGRAM」とした  

1→10 0→1
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今年度プロジェクト一覧

カテゴリ スポーツ団体 パートナー企業 共創プロジェクトタイトル

1→10 アビスパ 福岡 東京海上日動火災保険（株） アビスパ福岡が防災ハブに。災害対策モデル Avispastyle を確立 

1→10 NPO法人日   本 ブラインド   
サッカー協会      （株）ソニックガーデン           視覚障がい者の外出機会拡大へ、               ITと福祉を融合したサービスを開発             

1→10 いわき   FC Locat ionMind（株） 
（株）   YELLOW スポーツ    ×人流分析で地域課題を解決するスタジアム運営を実現                      

1→10 鎌倉インターナショナル         
FC （株）   GALLUSYS 試合連動のスタジアム          NFTが切り拓く、ファン・企業・クラブの新たな共創モデル                       

1→10 ガイナーレ鳥取       CHEERS（株）   スポーツ    ×地域のこどもたち        ×体験でつなぐ地域共創循環モデル             

0→1 秋田ノーザンハピネッツ           （株）スクールファーム         
河辺  スポーツ    ×就労支援で秋田の未来を創る多機能モデルを確立                    

0→1 ベルテックス静岡        （株）トワール       多様性理解の推進と、多様なファン獲得を同時に目指す                       

0→1 ルリーロ福岡      西部ガス    HD（株） 
チャリチャリ（株）         スタジアムへのアクセスを向上させ、より快適で楽しい試合観戦を体験                              

0→1 SAGA久光スプリングス        （株）   WIS 妊娠・出産後の女性の運動・社会参加を支える新しいウェルネス支援モデルを確立                                   

6
＊各プロジェクトの取り組み詳細は別添「事例集」を参照ください。                             
＊ガイナーレ鳥取、         SAGA久光スプリングスは後述の「             CO-CREATION PROGRAM」に参画し、      本 事業でパートナー企業を募集し、プロジェクトを組成                      



全体スケジュール
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本事業に参画した MENTOR

「スポーツ業界」・「オープンイノベーション」・

「地域課題解決や地域発展」 の領域で知見のある６名が参画 8



テーマ設計～ CO-CREATION PROGRAM～

スポーツ団体 が抱える課題を深堀し、パートナー募集する際のテーマを設計

具体的な共創イメージを描くことで、パートナー候補側の 応募を促す 9



テーマ設計～ CO-CREATION PROGRAM～

スポーツ団体 が抱える課題を深堀し、パートナー募集する際のテーマを設計

具体的な共創イメージを描くことで、パートナー候補側の 応募を促す 10



パートナー企業の募集～ CO-CREATION PROGRAM～

オンライン説明会では、スポーツ団体の担当者から

今回の共創テーマや求めるパートナー像・共創イメージを発信

TOMORUBA
オープンイノベーションの促進を目的

としたメディア

AUBA
日本最大級の

オープンイノベーションプラットフォーム

オンライン説明会
プログラム概要や募集テーマの説明、

参加者からとの質疑応答を実施
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エントリー総数： 37件
書類選考・面談選考を経て、パートナー企業を決定                     

パートナー企業の決定～ CO-CREATION PROGRAM～
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パートナー決定後、対面でのワークショップを開催

掲げたテーマや提案した内容からビジョンをすり合わせ                       

合同ワークショップ開催～ CO-CREATION PROGRAM～

日時 2025年 1 1月 1 3 日（木）    1 3:0 0 ～ 1 7:3 0

会場
PiO PARK（ピオパーク）     
（東京都大田区羽田空港           1丁目  1 番 4号 羽田イノベーション       
シティ   ZONE K 201）

参加人数 10名

コンテンツ

・参加企業による自己紹介・メンター紹介                 
・テーマや提案の内容のすり合わせ              
・メンターによるメンタリングタイム①                
・情報整理・ディスカッション①             
・メンターによるメンタリングタイム               
・情報整理・ディスカッション②             
・２プロジェクトからの発表           
・メンターからのフィードバック             
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日時 2025 年 1 0月 7 日（火）    1 3:0 0～ 1 7:3 0

会場
会場：港区立産業振興センター大ホール                
（東京都港区芝５丁目３６            − ４ 札の辻スクエア       11F）

参加人数 25名

コンテンツ

・オープニング     
・メンターご挨拶      
・各プロジェクトから現在の取り組みをご紹介                   
・メンタリング前の打合せ          
・メンターによるメンタリングタイム               
・ 本 日の気づき発表     
・スポーツ庁・代表メンターからご挨拶                
・クロージング・ネットワーキング              

共有会の実施

全国からスポーツ団体・パートナーが集ま                   り 共有会を実施    
SOIP同期生としての交流とプロジェクトの現状共有、メンターからのメンタリングを経て、                                     

明日からのアクションを明確にし全体へ発表                    14



CONFERENCEの実施

日時 2025 年12月18日（木） 13:00 ～18:00

会場
Tokyo Innovation Base STAGE
（東京都千代田区丸の内３丁目８ −３）

来場人数 151名

コンテンツ

・オープニング・河合長官ビデオメッセージ                  
・ COLLABORATION PITCH SESSION ①

日 本 ブラインドサッカー協会・ガイナーレ鳥取・                  
SAGA久光スプリングス      

・ブースでの交流・ネットワーキング               
・ COLLABORATION PITCH SESSION ②

アビスパ福岡・いわき          FC・鎌倉インターナショナル            FC
・ブースでの交流・ネットワーキング               
・ COLLABORATION PITCH SESSION ③

ベルテックス静岡・ルリーロ福岡・秋田ノーザンハ                     
ピネッツ  

・クロージング・ネットワーキング              

取組事例の発信を通じ、スポーツ団体およびパートナー企業のブランド力向上を推進                                    
併せて、革新的な共創事例の発信により、スポーツ産業への参入企業の拡大を図った                                      15



CONFERENCE当日の様子

COLLABORATION PITCH
共創ピッチ

EXIHIBITION
ブースでの登壇者との交流

NET WORKING
登壇者・参加者の交流
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インキュベーションの様子

社会実装に向け、 PoCの実施および事業プランのブラッシュアップを実施                     
事務局およびメンターが各プロジェクトを担当し、事業が円滑に進むよう伴走支援を行った                                       
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PoCの様子～ガイナーレ鳥取×CHEERS～

高校生・大学生による U-23未来共創型コミュニティを形成し、 2/14 にワークショップを開催

地域の価値を握って勝利に結びつけるおむすび「勝ちむすび」の商品企画を行った
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PoCの様子～SAGA久光スプリングス× WIS～

SAGA久光スプリングスの拠点「サロンパスアリーナ ―」で
産後女性をターゲットとしたイベントを                  2回開催 

託児付きイベントによる、母親の安心感とリフレッシュ機会の提供                            
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PoCの様子～秋田ノーザンハピネッツ×スクールファーム河辺～

障がい者の就労機会および活躍機会の創出を目的に、

秋田ノーザンハピネッツが運営する「ハチトニ製パン」の業務を

スクールファーム河辺の就労者が担当し、パンの製造および試合会場での販売を行った
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PoCの様子～ベルテックス静岡×トワール～

チームのマスコットキャラクター「ベルティ」を活用し、性格診断ツール「ベルフレ」を共同開発

試合会場で選手の「ベルフレ」やストーリーを深掘りするコンテンツの発信や

診断結果と連動したアクリルキーホルダーを試合会場で販売し、いくつかの商品は完売
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SPORTS OPEN INNOVATION CONTEST 2025

スポーツを起点とした先進的な共創事例を全国からエントリーを募集

127件のエントリーから９プロジェクトをファイナリストとして選定                           

エントリー期間 2025年 1 1月 5 日（火）～     1 2月 2 5日（木）  

募集部門

「デジタル・イノべ ―ション賞」（革新性）
デジタルの導入や、革新的な             DX技術との融合により、新たな体験             
価値を生み出し、スポーツ産業の可能性を広げた取り組みを募集                           

「ビジネス・デベロップメント賞」（経済性）
スポーツと他産業の連携によって、新たな市場の開拓や、収益・                           
事業の拡大に成功し、経済的インパクトを生み出した取り組みを                           
募集

「ソーシャル・バリュー賞」（社会性）
地域連携の座組を構築し、健康増進、地域活性、女性活躍などの                           
社会課題の解決と、それによるスポーツ関係人口の増加に寄与し                           
た取り組みを募集      

総エントリー数 127件

選考の流れ
・一次選考（書類選考）         
・二次選考（      3分間のピッチ＋審査員による質疑応答）                
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DEMODAYの実施

革新的な共創事例の発信を通じ、スポーツ団体による新たなスポーツビジネスの創出を

促進するとともに、スポーツ産業への参入企業の拡大に取り組んだ

日時 2026 年2月26日（木） 12:30 ～19:00

会場
室町三井ホール＆カンファレンス
（東京都千代田区丸の内３丁目８ −３）

来場人数 251名 (関係者除く     )

コンテンツ

「 SPORTS OPEN INNOVATION CONTEST 2025 」
・ FINAL PITCH
「デジタル・イノベーション部門」              
「ビジネス・デベロップメント部門」               
「ソーシャル・デザイン部門」            
計９プロジェクトによるピッチ            
「 SPORTS OPEN INNOVATION BUSINESS 
DEVELOPMENT 2025 DEMODAY 」
・ COLLABORATION PITCH
今年度   SOIPに参画した９プロジェクトによるピッチ                
表彰
クロージング（河合長官による挨拶）               
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CONTEST/DEMODAY 審査員
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CONTESTの審査項目と表彰の種類

スポーツ資源活用・共感創出・共創性・革新性・収益性・社会貢献の 6項目に基づき

各賞の受賞者を選出した 25



DEMODAYの審査項目と表彰の種類

「革新性・社会性・経済性・ SOIP体現性」の４項目に基づき最優秀賞を選定するとともに、

オーディエンス投票によるオーディエンス賞を選出した 26



CONTEST表彰者一覧

表彰カテゴリ 共創タイトル エントリー企業・団体

最優秀賞 スキマ時間を体力に変える、駅前高地トレーニング「ハイアルチ」
High Altitude Management 株式会社×ダイキン工業株式会社×城西
大学

デジタル・イノベーション
賞（革新性）

ランナーから健康増進へ拡張する汗乳酸測定サービス
株式会社グレースイメージング× High Altitude Management 株式
会社×ミズノスポーツサービス株式会社

ビジネス・デベロップメン
ト賞（経済性）

「幼保を起点にしたダンサー就業モデルの構築」 株式会社JOYKU × エイベックス・エンタテインメント株式会社

ソーシャル・バリュー賞
（社会性）

「ハイパフォーマンスキャンプ（ HPC）」 京都大学アメリカンフットボール部×やまもと建設株式会社（農業
部） ×株式会社フリゴ

最優秀賞 デジタル・イノベーション賞 ビジネス・デベロップメント賞 ソーシャル・バリュー賞 27



DEMODAY表彰者一覧

表彰カテゴリ 共創タイトル スポーツ団体・パートナー企業

最優秀賞 視覚障がい者の外出機会拡大へ、 ITと福祉を融合したサービスを開発
NPO法人 日本ブラインドサッカー協会×株式会社ソニックガーデ
ン

オーディエンス賞 多様性理解の推進と、多様なファン獲得を同時に目指す ベルテックス静岡×株式会社トワール

最優秀賞 オーディエンス賞
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DEMODAYの様子
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COLLABORATION PITCH
共創ピッチ

閉会挨拶

河合長官による挨拶

NET WORKING
登壇者・参加者の交流
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